






















































































































































































































































































































































いたというのは、舷を握りしめた手 甲に、ポタリと落ちて来た何やら温いもの。と見れば、蜘蛛が脚を展げたような、黒い斑点が、ポッチリと手の甲に着いています。おやと思う拍子に又一つ、更に続いて二つ三つ四つ。……代助は幼い時分から何かにひどく興奮すると、よ 鼻血を出す癖があ ましたが、今彼 手の甲を斑々と紅
あけ
に染め














































































































は、大衆読物として中途半端でもの、どうせ描くならとことん面白いものを、という気持ちが作者に働いたのではないか。面白い小説には、笑いと恐怖は欠かせない。その恐怖 それに結びついた死を、大衆的な読物の中に扱う場合は、むしろ徹底して虚構に飾りたてた方が……と う、ある意味では、むしろ逆に一種神をおそれる思いが作者の中に動いたのかもしれない。思いきりどぎつく惨酷に描かれてはいても、作者 筆の下には、面白い読物を書いているというサービス精神がどっかと腰をすえているため 、読者は わごわ 同時に安心して いくらでも読めることになる。 『鬼火』などを読み えしてみると 徹底して俗につきながら、これは見事にその向うに突きぬけているとさえ、私に 思えるのである。
　
安間が述べる通り、戦前の横溝の作品には「変格もの」が多く見られる。当時「変格もの」は、本格物に比べると、





















現在残っているテキストは、日下三蔵によると、 「削除部分をつないで文章を整えた流布版」 、 「後に発見された削除












































































































































































































































































































































































































































































































































































































しかし、創元版・角川版では、 「～立ち竦んでしまひました。 」の後に、 「たった今出て行ったばかりの警部が、どう
















































































































































たくらゐでした。 」となっている部分が、 「 えば私はあの大惨事の折りにいっそひと思い 死んで た方が、どんなによかったか知れないのです 実際私 ずっと後
のち
になって、はじめて絵筆をとったとき、絶望のあまりお銀を絞め殺して、
























































































































となっている。創元版・角川版では、 「～両手をついたまゝ、 」までは同じだが、 「上体を乗り出し、呆然として警部の話に耳を傾けていた代助は、警部の話が進むにしたがって、次第次第に全身を細かく顫わしはじめたが、やがて錐で揉み込まれるように、或いはまたとめどもなく廻転する電気独
ごま
楽のように、顫えて顫えて、あるいはこのまま顫え死にに














































































































































































































































































































































































































































































なく憔悴したように見える、淋しそうな横顔 陰影を、私 暫く無言のまま打ち見守っていたが、ふと眼を転じて見れば、 」という文が挿入されて る。また、 「遠くの對岸の町の灯が」の部分は、 「美しい宝玉を
鏤ちりば
めたような対岸の町の








































































（４）二上洋一「横溝正史作品事典」 （ 『幻影城』五月増刊号、昭和五一・五）（５） （４）に同じ。（６）仁賀克雄「横溝正史論」 （ 『宝石』昭和三七・三、引用は『幻影城』五月増刊、昭和五一・五）（７） ６ に同じ。（８）中島河太郎「解説」 （横溝正史『鬼火』昭和五〇・八
　
角川文庫）















































本の友社） 、 『日本探偵小説全集９・横溝正史集』 （第二節に同じ）による。
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